
桐生の教育史をたどる
【学制その14】校 則

学制は､日本が近代国家の仲間入りをするため

の重要政策(※)の一つでした｡そこで､文部省から各

地方(府県町村)へという中央集権的な仕組みの中

で､足早に学校が設置されます｡各学校は､できる

限り同じような方法で管理運営されることが求め

られ､かつ教育内容も同じであることが必要とさ

れました｡同一性を持たせるためには､条件を一定

とするための規則が必要であり､これを定めたも

のが｢校則｣でした｡

教育資料室だより
No.２７ 令和７（２０２５）．４．１

発行 桐生市教育資料室

桐生市小曽根町３－３０ (桐生市教育センター内)

電話 ０２７７(４６)６１９１

学制発布当初の教師は､漢学や儒学を藩校や私

塾で学んだ者がほとんどであり､教授の経験も寺

子屋の師匠としてくらいしかありません｡一斉授

業を｢校則｣に従って｢教科書｣を用いて指導する技

術を身に付けるには苦労したことと思われます｡

さらに､学校では生徒(児童)の人格形成をはかるこ

とも教師に求められ､どのようなことをどのよう

に｢訓育｣するかということも大きな課題でした｡

下に､明治８年８月､学校ごとにまちまちだった

校則を整理して統一した｢校則｣となるように､栃

木県(当時､山田郡の桐生は栃木県所属)が出した通

達と群馬県が10年9月に制定した｢小学校則｣を抜

粋して掲載します｡<学制その15へ続く>

☆参考『桐生市教育史(上巻)』『群馬県教育史(第一巻)』

『学制百年史;文部省(昭和47年刊)』

※近代化のための三大改革

①教育＝学制 ②軍事＝徴兵令(兵制)

③財政＝地租改正(税制)
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学制発布後､教育
は家庭の義務となり
ます｡そこで､入学･
修了の年齢は一応決
められてはいたもの
の､それまで教育を
受けていなかった者
へも門戸を開いてい
ました｡

在校時間は６時間
ほど｡近年になって
の猛暑､酷暑ほどで
はないにせよ､昔も
夏の暑さ対策として
始業を早めたり､在
校時間を短縮したり
していました｡

栃木県第三条から
は､天然痘ワクチン
として種痘が導入さ
れていたことがわか
ります｡

｢授業中の私語禁
止｣や｢廊下を走らな
い｣など校内で守る
べきことは現在と共
通しています｡

群馬県第二十一条
に､教場(教室)の広
さが幅４間(1.8m×
4＝7.2ｍ)長５間(9
m)とあります｡明治
時代に規定された広
さの教室が､現在で
も多くの学校で使わ
れています｡明治初
期 の 子 供 に 比 べ る
と､現代の方がずっ
と体格が向上してい
ます｡高学年になる
ほど教室が狭いと感
ずるのは､教師とし
て当然の感覚だと思
います｡



教育資料室は 桐生市教育センターへ 移転しました

昨年｢教育資料室だより No.26｣でお伝えしたところですが､教育資料

室は､令和７年１月､桐生市立西小学校から桐生市教育センター(旧西中学

校跡地)へ移転しました｡引っ越しにともない､半年間ほど利用できない状

況が続き､皆さまには､ご不便､ご迷惑をおかけいたしました｡

ようやく資料の配架作業もほぼ終了し､ご利用いただけるようになりま

した｡これを機に､一般書･教育書･専門書･郷土資料等を分類､整理し直し､種類別にまとめて配置しました

ので､これまでより資料が見つけやすくなったと思います｡多く

の方々のご来室をお待ちしております｡開室日は､原則として祝

日､年末年始休業等を除く月曜から金曜の午前９時から午後４時

までです。

ご利用の際には､教育センター３階の教育委員会事務局で職員

に声をおかけください｡ただし､資料が配架されている部屋には

冷暖房設備がございません｡冬季は非常に冷え込みます｡まだ経

験しておりませんが､夏季には相当な暑さが予想されます｡服装

等には十分お気をつけください｡

◆『ふるさと桐生のあゆみ』・『明日へ伝えたいー桐生の人と心』は､教育委員会事務局で販売しています。

桐生市教育資料室とは

桐生市教育資料室は､15年にわたる『桐生市教育史※』

編さん事業の間に収集された様々な資料を整理し､貴重な

文化遺産として後世まで遺すこと｡また市民に公開すると

ともに教育現場で活用してもらうことを目的として設置

された機関です｡他にも『桐生市史』や『群馬県史』を初

めとする郷土に関係するたくさんの書物や地図･写真･記

念誌など､種々の書籍並びに資･史料を保管しています｡閲

覧はもちろんのこと､一部を除き貸し出しも可能です｡

※『桐生市教育史(桐生市教育委員会刊)』は上巻(昭和63年発行)

･下巻(平成５年)･年表(同８年)の３巻構成｡ 販売終了

桐生人物誌

『明日へ伝えたい－桐生の人と心』上･下巻

(桐生市教育委員会刊)

桐生市制施行80周年を記念し､上巻(写真)は

平成15年､下巻が同16年に発行されました｡

政治･産業･経済･

文化･教育･スポーツ

な ど の 分 野 に お い

て､桐生の歴史を担

い､発展に寄与して

き た 人 物 120人 余

りの足跡をたどった

読み物です｡人物ご

とに構成されている

ので拾い読みも可能

です｡

定価 1700円

『ふるさと桐生のあゆみ』

(桐生市教育委員会刊)

この本は､｢桐生とい

う地域がどのように発

展してきたか､その歩み

を見つめ､桐生の良さを

見つけ出す手掛かりに

してほしいという思い

をこめ(大里仁一編集委員

あとがきから抜粋)｣､中学

生から一般向けとして

作成され､平成10年２

月に刊行されました｡3段組み257ページという

ちょっとボリュームのある本ですが､これを読め

ば桐生の歴史を概観することができます｡

定価 1400円


